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一次研究の 8項目 

目的 進行胃がん手術に対する脾動脈周囲リンパ節郭清における膵尾

部温存の意義を検証する 
研究デザイン ランダム化試験 
セッティング 膵尾部合併切除 55例（A群）、膵尾部温存 55例（B群） 
対象者 1981 年から 1989 年に進行胃がんに対する手術が行われた 110

名。1) PS 0/1, 20-75歳 ２）胃上部２/3の進行胃がん 3) 深
達度MP-SE、リンパ節転移 N0-N2 4) 血算、心機能、肝機能、
腎機能、呼吸機能が正常範囲 5) IC取得 

対象者情報（国籍） 1.日本人 2.日本人以外 3.国籍区別せず （ ３ ） 
対象者情報（性別） 1.男性 2.女性 3.男女区別せず （ ３ ） 

対象者情報（年齢） 

1.乳幼児 2.小児 3.青年 4.中高年 5.老人 6.乳幼児・小児 
7.乳幼児・小児・青年 8.乳幼児・小児・青年・中高年 
9.乳幼児・小児・青年・中高年・老人 10.小児・青年 
11.小児・青年・中高年 12.小児・青年・中高年・老人  
13.青年・中高年 14.青年・中高年・老人 15.中高年・老人  
16.乳幼児・青年 17.乳幼児・中高年 18.乳幼児・老人 
19.小児・中高年 20.小児・老人 21.青年・老人  
22.年齢区別せず （13 ） 

介入（要因曝露） 胃切除術 D2（Roux-en-Y再建） 
ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ（ｱｳﾄｶﾑ） エンドポイント 区分 

1 生存期間 1.○主要  2.副次  3.その他
（  ） 

2 手術のリスク（出血量、手術時

間）、術後合併症、在院期間、

術後耐糖能 

1.主要  2.○副次  3.その他
（  ） 

3  1.主要 2.副次 3.その他（  ）
4  1.主要 2.副次 3.その他（  ）
5  1.主要 2.副次 3.その他（  ）
6  1.主要 2.副次 3.その他（  ）
7  1.主要 2.副次 3.その他（  ）
8  1.主要 2.副次 3.その他（  ）
9  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

10  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

主な結果 

5年生存率（A群 80% vs B群 76.7%、NS）脾動脈周囲の郭清
リンパ節の個数（4.6個 vs 4.1個、NS）、出血量（994ml vs 904ml, 
NS）、縫合不全/膵液漏（9症例 16% vs 7症例 13%, NS）、術後
在院期間（46.1日 vs 41日、NS）、術後１年目の耐糖能検査（糖
尿病 6%および糖尿病疑い 33% vs 正常、P＜0.05） 

結論 
手術のリスクと術後の耐糖能からみて、膵尾部温存術式はより

一般的に行われている膵尾部合併切除に比べて優れている。 
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レビューワーコメント 

著者らの述べている結果は、臨床的にも実感するところである

が、これを RCTで検証した優れた論文である。難易度の高い手
術であり、著者らは触れていないが、術者の経験症例数、患者

の肥満度（BMI）などが結果に影響する可能性もある。 
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